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回 故障 • 異常の見分け方と処置方法 

巧邱品巧柯の 1 か t - 

1と 

-12 〜13 

1 Q 

EJ uI 》0 D 3 CJ 兴 W レ/ J /一 

1 〇 

1 A 

1 木'に MH 间 1 お Hd しないお aj 
m 什♦を 

- 1 4+ 

1 A 

111 1 丄悚 

のでつクー++— K ' つ 

\ H 

1 A 

IQ ノノゾ ソ し乂 

\ H 


^ 株ぶをな 30 ^ 


CORONA 






このたびは、コ□ナ 6 油フアンヒーターをお買い 
あけいただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書を 
よくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびいつ 
でも見られる所に「保証書」となに大切に保管しで 
ください。 


田特に注意しでいたださたいこと 

(安をのために必すお守りください） 1〜3 
* なミ由の廃棄についで 

B 使用する場所- 

回各部のち称- 


I 外観図•構造図 • 


•操作部•表示部のなまえとはたらさ 
□ 使用前の華備 

• 使巧前の準備^― — ^― 

• 使巧燃料- 

• 給'油- 


I 点乂前の準備と確認 
I 高地補正 




旦使用ち法 
•点乂一 
•ミ肖乂一 


I 室温の調節 ■ 
I 砂速点乂一 


I チャイルド□ック—— 
I 現在時刻の合わせかた‘ 
I タイマー運転^― — 



〔正し<使って上手に節約 ） 


この製品は日本国内専巧です。電源電圧や電源周波数の異なる 
外国では使用でさません。また、アフターサービスちでさません。 
This product is designed and manufactured for use only in 
Japan. In another country which differs in voltage and 
frequency of the power supply from Japan, this product 
cannot be used and any after-sales service is not available. 


A 危険 


A 警告 



轉 

換気が要 

1 時間に 1〜2 回 

KEROSENE ONLY 


(寝るときお义 1 

(スプレー定厳禁 1 

ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 


A 注意 

変質した持ち越しの油 
使用厳禁 


型 

式 


コ□ナ石油フアンヒーター 

(強制通気お開放式石ミ由ストーブ） 


取扱説明書 


点巧•その他 























































































スプレー 生厳禁 

スプレー生や力じツトこんろ巧ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレーちの田力び上びり爆お 
し、危険です。 


么警告 (WARNING) 

Q 


I 特にボンベび亡ットされた力 t ットコン□など危険ですの 
で、温風のあたるところには置かないでください。 
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換気必要 

換気せすに使巧しつブけないで 
ください。 

酸素び不足すると、不完を燃烧 
し、一酸化质素などび発生しで 
中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼おや呼吸器疾患など 
のかたは、体調不良になるおそれびあります。使巧中は 
必す1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気しで、新鮮な空気 
を補給しでください。換気するときは、換気扇を使巧し 
たり、窓や戸などを2力巧な上開けると効率よく換気び 
できます。換気び十分におこなえない場所（窓び凍結し 
でいる部屋、地下室など）では、使巧しないでください。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しない 
でください。異常燃焼や义災の 
原因になります。 


© 


寝るとを消义 

寝るときや外化するときは、必ず 
ミ肖义しでください。また、人目の 
届かないところでは、使巧しない 
でください。不完全燃焼や異常燃 
焼-义災のおそれびあります。 



温風吹出口 • 空気取入口をふさ: 

♦巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入 □ をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
烧や义災の原因になります。 

•ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類-紙などで温 
風吹お□や空気取入□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面の温 
風空気取入□びふさびれると、本 
体び過熱しで、操作部などび変お 
したりやけどや故障-破損するな 
ど大変危険です。 

可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使巧しでいる部屋 

で、可燃性ガスび発生するちの(ベ 

ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 

プレーなどを使巧しないでください。 

义災や故障の原因になります。 


么注意に AUTION) 


油漏れ確認 

系含';由□は確実にしめ、給ミ由□を下にし 
で、ミ由漏れびないことを確かめでく 
ださい。 

給;'由□び確実にしまつでいないと簡単 
に開いで、义災のおそれびあります。 



〇 


給油時消义 

おミ由は、必す消义し、义の気の 
ないところでおこなつでください。 
こぼれた口';由は、よくふきとつで 
ください。 

义災のおそれびあります。 





田特にを意していただまたいこと度ミのためにおずお則くださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 危険 


この表示を無視しで、誤った取り振い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ危険 
または乂災の危険び差し迫つでをじる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


本文中のマークは、次の意味を表しまず。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ可能 
性または火がの可能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や枚] 
的損害の発ちが想定される内容を示し 
でいます。 


0® ® 

、 

このマークは、してはいけ 
ない r 禁止」を表しています。 

〇爲运 

このマークは、必ず実行し 
ていただく r 指示」を表して 
いまず。 


A を険 （ DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使巧しないでください。 
义災の原因になります。 


(§) 
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么注意に AUTION) 


指や異物を入れない 

温風吹化□やフアン ヒーターの 内部 
には、紙•巧’プラスチックなどの異 
物を入れないでください。 

発煙’発义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、指’棒’がを 
などを差しこまないでください。 

けびをするおそれびあります。 


0 




0 



カーテン、寝具など可燃物近接禁止 


カーテン、巧団、毛巧など燃えやす 
いをののそば、ほこりのをい場所な 
どでは使巧しないでください。 

义災び発生するおそれびあります。 
可燃物から離す距離は3ページの「巧 
燃物との距離 J にしたびってください。 


居室內給油禁止 

給';由は、必す义の気のないところでおこなつでく 
ださい。 

乂災のおそれびあります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色 
など異常を感じたとさは使巧 
しないでください。 が'^ 

異常燃焼のおそれびあります 。 B 


>緊急時は電源プラヴを抜しで消义しでくださし、 


ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回な上必ず掃 
除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタびつまる 
と、異常燃焼のおそれびあります。 


温風 I し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないで 
ください。 

低温やけどや脱水症がになるお 
それがあります。 


>お子様、おを寄り、病気のちなどびお使いになる場含は、周 
囲の人が十分ま意しでくださし、。 


高温部接触禁止 

燃烧中や消义直後は、温風吹お □ 
巧巧び高温となりますので、まな 
どふれなし、でくださし、。 

やけどのおそれびあります。 


>小さいお子様のいるご家庭では、特に注意しでください。 





分解修理 • 改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買いホめの販売店に修理を巧頼しでください。 





シリコーン配合製品を使用しない 

フアン ヒーターの 故障の原因とな 
ることび表示されでいるへアクア 
製品などは、シリコーンび配含さ 
れでいます。フアン ヒーターと 同 
時に使巧しないでください。燃烧 
部にシリコーン酸化物びな着し、 

点义=スや途中;肖义などの原因となります。 

'ま意表示びなくでちシリコーンび配合されでいる製品(化 
お品類- f 呆湿巧クリーム-巧類の防水剤-柔軟剤、家具 
などのつやおし剤など）を同時使巧は控えでください。 
やむなくご使巧になる際はフアンヒーターの運転を一時 
的に停止し、使巧をは換気を十分おこなつでから運転を 
再開しでください。 

シリコーン配合製品び原因で修理を依頼されたときは、 
イ呆証期間巧でち有料となります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コー 
ドを持つで弓 I き巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンじントは使 
巧しないでください。义災の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

長期間使用しないとをは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义巧やず想しない事故の原因になります。 



〇 




電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属物 
を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义災の原因になります。 


〇 


Q 


巧の場所では使用しない 

义災やず想しない事故の原因になります。 

•水平でない場所、不ま定な場所 
•風のあたる場巧、部屋の化入□および屋外 
■マントルピースなどフアンヒーターび囲われる場所 
•ほこりや湿気のをい場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃' I まガスの発ちする場所またはたまる場所 
■直射曰化の当たる場所、温度の高い場所 
■動’植物の胃成 • 栽培など人のいない場所 
•標高び1500 m を超えるような高地 
■理•美容室、クリーニンク''店、はんだ巧け作業巧、 

メツキ • 塗装工場などスプレーや化掌薬品を使ラ場所 


特殊用途には使用しない 

食品-精密機器’美術品の保存や、動植物の飼育 
栽巧などには使巧しないでください。 


Q 

























































么注意に AUTION) 


可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障害物 
とは、必すち図に示す距 
離をとつで設置しでくだ 
さい。特にカーテンなど 
びフアン ヒーターに ふれ 
ないよ ラに しでください。 
义災の発ちするおそれが' 
あります。 



1 OOcm な上 


I壁などに巧づけすぎますと、本体内部び週熱しでまを装置 
び作動することびあります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃烧しでいることを確かめで 
ください。 （8 ページ参照） 

• 燃焼に必要な空気の濃度び薄くなる 
高地（標高500 m 〜1 500 m ) では、 
高地補正び必要です。 

標高1 000m 〜1 500 m での高地お正 
は、お買いずめの販売店にご相談く 
ださし、 （7 ページ参照） 


運搬ずるとを 

フアンヒーターを運搬する場含は、給ミ由タンク 
を巧さ、固定タンク巧のな';由を巧いでください。 
運搬の途中でな';由びこぼれで周囲を巧すおそれ 
びあります。 



〇 


傾さ • 振動注意 

水平な場所で使巧しでください。 
振動の激しいところでは、使巧 
しないでください。 

異常燃焼や誤作動の原因になり 
ます。 



曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検-手入れは必すおこなって 
ください。 

点検-手入れは消义をフアンヒーター 
び十分ちえでから、 必ず電源プラヴを 
コンじントから巧いでおこなっでくだ 
さい。やけどや感電のおそれが'ありま 
す。 （11 〜12ページ参照） 


〇 


な—今_ 


廃棄するとを 

フアンヒーターを廃棄処分するときは、必ずお 
ミ由タンク-固定タンク巧のロミ由をお';由ポンプな 
どで巧き取ってください。 （1 2ページ参照） 

な';由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質な油禁止 

変質な;'由(持ち越したな;'由）、不純な;由(水■ご 
みなどび混入したな;'由など）を使届しないでく 
ださい。 

異常燃烧や故障のおそれびあります。 


〇 


Q 


保管時にしていただくこと 

長斯間使巧しないとさまたはな管するとさは、必す給;'由タンク-固定タンクののなミ由を巧いでください。 
傾けたり、横倒しの状態ではな管しないでください。义災のおそれびあります。 


〇 


お願い （NOTICE 


な油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な;'由をお買い巧めになった販売店に 
ご相談ください。 


回使用ずる場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接ずる窓の下や壁面に置 
くと、冷気びフアンヒーターで 
暖められ、温風としで巧流しま 
すので効果的です。 



湿風の循環を巧ばない 

•温風吹出□の前面に障害物を置 
かないでください。 

•障害蜘があると、部屋の温度にむ 
らができるばかりでなく、本体の 
温度が'上昇しでち險です。 

•温風吹出□側の空間を広くとれ 
る揚巧を還んでください。 





tiggmi •熱に弱レカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強レ7ットなどを數レでください。 

•移動するとさは引さすらないでください。床面、置、力ーペットに傷をつけたり、本体底面の窒装びはか’れてさびの原 
因になるおそれびあります。 










































































ず熱中 
觸焼中 

なんらかの原因で 
g 動消火 



運輯キー（運おランプ） 

团 

点乂-消火するときに押します。 
操作音点乂時：ピツ 
消乂時：ピー 


© 


CORONA 


杉ィマ-) 


一 

ドでイルド、 

1^5^□ックノ 

3回巧し 


給巧表示 


囚 


ミ由枕れにより、自動消火する20〜40分位 
前と自動消乂したとさじ点 S します。 

また、給ミ由時自動消乂装置び1 乍動したとき 
に点なしまず。 

ミ由切れや給油時自動消火装置の作動により 
自動消乂したとさは運転ランプが’早い点ミ威 
となります。 


高巧切替スイッチ 

囚 

高地切替表示 

標高び500 mUI 上の場所で使巧する場含 

に t ツトします。 


高地コースにじットされでいるときに 

昼过び表示されます。 

J 


抄速点义キー 


团 


秒速点火の t ット-陋除をするとぎに 
巧します。 

(操作音たット：ピッ，辭除：ピピッ） 
秒速点火它ット時ランプが'点なしまず。 


f 、 

換気表示 



1時間運較ずるごとに1分間点滅しで、 

撰気時期をお知らせします。 

換気表示にたよらず1時間に 

1〜2回必す換気しでください。 



時 


38-88^^ (5SS) (^) 

|(((@[>)))關飄 ■ — 

f 延長 V.j 

\ tL / 9 iy J 


らお 

温度/時刻： 


表示切換キー 


回 


1回押すごとにデジタル表示が晒り 
かわります。（操作音：ピツ） 




運転時：温度 
停止時：時刻 

- 

\ 

タイ 

7— 台せ 


時計含せ 


延長時間它レクトキー 

团 

運転を延長^ 
間をじレク t 
(操作音：ピ 
1回巧し 
2回巧し 
3回巧し 

r るとぎ、運乾残り時 
、するときに}甲します。 
ッ） 

3時間 

2時間 

1時間 


時刻させキー 面] 

温度キー 应] 

現在時刻とタイマー時刻を合わせ 
るとさじ巧します。 

時：時合わせ（操作音：ピピッ） 

分：分台わせ（操作音：ピッ） 

\ 

設定温度を変えるときに巧します。 

一：温度を下げる（操た音：ピピツ） 
+ :温度を上げる（操た音：ピツ） 

ノ 


タイマー運括キー 面] 

タイマー運輯のじツトをずるとさに押 
します。（操作音：ピツ） 

タイマー它ット状態とタイマー運較時 
にランプび点巧しまず。 


チャイルドロックキー^ 
チャイルドロック表示^ 

チャイルド□ックの亡ット-解陈をする 
ときに3回巧しまず。（操作音：ピッ） 
チャイルド□ックが亡ット状態のときじ 
—♦ び表示されまず。 


回る pB のち赖 

外観図-構造図 


iAiif 


給;'由タンク 


'油量計(側面） 
操作部•表示部 


過熱防止装置 


燃焼確認窓 


温風吹出 □ 


置台 


給';巧 □ 



iMirl 


電磁ポンプ 
固定タンク 


ルーム 

サーモじンサー 


電源コード 



タンク室フタ 


温風空気取入 □ 


燃焼空気取入 □ 

(エアーフイルタ) 


操作部-表示部のなまえとはた！5き 


( 〇詳しい説明のあるページです。) 


設定温度室内温度 


滅5滅 
点 
い 

点点早 








































































































ま）イラストは説明のため全部点灯-表示したが態にしでありまず 



設定温度室內温度 

〇 

: ■- 1; 

miBswm 

B « W ■制:: mm ■ 

1 


(ifviioi；' 


温度表术 


現な時刻表示 


時計させ表示 


タイ7-合せ 
(時刻）表示 


再通電表示 


g 動消义予告 
表 示 


g 動消义表示 


エラー表示 


デジタル表示部 

設定温度室内温度 
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設定湿度室内温度 


I 

午を I 


日.. お 


設定温度室内温度 


午前 


8： 50 


時けを1 ? 


設定温度室内温度 


午前 


6 -.3 日》ぉ 


設定温度室内温度 


設定温度室内温度 


Of 




設定温度室内温度 


oF !~ 


設定温度室内温度 


巧 


•運輯巧（タイマー運較中） 

左側：設定温度表示 (12 で〜30で） 
ろ側：室内温度表示 （ 〇で〜35で） 


•厚止中（タイマーたツト中） 
"時計台せ"消灯 
左図は午禮10時35分の例 


"時計合せ"点灯 

左図は午前別寺30分に亡ツトの例 
5秒し:(上放置するとのに戻ります 


"々イマー含け"と'な 
左図は午前6時30分に亡ットの例 
5秒し:(上放置すると丘]に戻ります 


表示切換 

キーを巧すと表示び祝り 
かわります 



電源プラヴをコンたント(こ差しこんだときや厚電酱の再通電の 
と含の表示 


" oF ろ" 点滅 

消し忘れ消火装置による自動消乂1日分前〜 

タイマー運転(こよる1時間自動消火15分前〜 

" ；5 " の菌巧は、 1 分経過ずるごとに" IH "- " 11311 …と減暮しで 
いきます。 


" oFF " 点な 

消し忘れ消乂裝置(こよる自動消火 
タイマー運較による1時間自動消乂 


f 弓表示：対震自動消火装置の作動 

^再度、点火操作をしでください。 

その他のエラー表示についでは、12ページを参照しでくださし、。 


回使用前の準備 

使用前の準備 


包装箱からフアンヒーターを出す 


•包装箱からフアンヒーター 
を取り出し、 緩衝巧を取 
り除いで < ださい。 

•器具側面(こ貼り付けでいる 
テープをはがしで使巧しで 
<ださい。 


•包装箱、緩衝巧はフアンヒー 
ターの保管に/必要です。 

また、取扳説明書ち忘れす(こ 
保管しでください。 




上總衝な ( 左） 
上緩衝が ( ち） 
ータンク巧え 



操作部-表示部の表面に保護シートを 
貼っでいますので、取り踪いでくださし、。 
(コーナー部分に t □八ンテープを貼り 
巧け、いっしよにはがすとより簡単に取 
り除けます。） 

まれに保護シートがついでいない揚合び 
あります。 


亡□八ンテープ 


保護シート 



•巧のことは、工場での燃焼テストによるちので、異常ではありません。 

♦固定タンクに少量のな油び残っている。 

♦オイルフィルタが妃れでいる。 

♦温風吹出□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）が変色しでいる。 


使用燃料 

燃料は必す灯油 （ J 旧1号な;巧）を使巧しでください。 

♦ I 么を険 1 ガソリンなどの揮発性の高い';曲ま絶対に使用しないでください。义巧の原因になります。 
参レへミち意 I 変質ロミ由、不純なミちは組巧に使用しなレでください。 

♦添加剤や助燃剤などは使田しなレでください。 

•な;由は必す义気-雨水-ごみ-畐温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 











































































































水•ごみガソリン- 
重巧•機械ミ由•シン 
ナー•程巧•でんぷ 
らミ由… 



fsm ♦変質の油、不純な油か 1夏因で修理をの頼されたとさは、保訝期間中でち保 i 正の巧象がとなります。 
♦変質な油の処理でお困りの場台は、巧'油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 


ま意給'庙は必ず消义しでから义の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順とを意 


1.給油タンクを取0出し、給油□を開< 

参オープンつまみを強く引いで、給ミ由□を 
開いでください。 

• 燃焼中におミ由タンクを巧くと安をのために 
給ミ由時宜動消义装置か’働いで、白動的に;'肖 
义します。 

■タイマー運乾の亡ット中に給ミ由タンクを巧 
くと、タイマー它ットは解おされます。 

■給ミ由タンクは、ぶつけたり落としたりしな 
いよラ、でいねいに取口あつでください。 


ける 



①強く引く 


オープンつまみ 


2.給油する 

•巿販の I お由ポンプなどを使用しで、 
ミ由量計を見なびら給ミ由しでください。 
•油量計の半分くらいまで色び変わつ 
たら、給ミ由をやめでくださし、。 


力を扣そる 


3.給油□をしめる 

ま意1 給';由□は、お実に[パチン J と音びする 
まで図の位置を強く巧しでお実に□ツクし、先端 
を指で持ち上げで開かないことをおかめでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、フアンヒー 
ターに正しく静かに入れでください。固定タンクや給ミ由タンクに強 
い衝撃をあたえると、ミ由漏れや故障の原因になります。 

参 [ A ま意 I 給';由□びお実にしまつでいな 給油□(敞面） 

いとな';由びこぼれで、乂災の原因にな 
ります。 

参カラーサインび ■ を面青で表示されでいる 
ことを確認しでください。 [] のよラな場含は、 

ちラー度強く巧しでくださし、。 

•給'庙 □ の拜部などに、ごみなどびはさまつ 
でいる場合は取り除いでください。 


> ロミ由びミ由量計のところまで入っでくると、 
黒色に変わってぎます。 

>給;'由□に力を加えで変 
おさせますと、ミ由漏れ 
の原因(こなりますので、 

変开ささせないでくださし、。 

>給ミ由ポンプのホ -スび 
拖けないよラ注意しでください。 





①確実に□ック今③□ックのお認 


「パチソと音がす 
るまで強く巧しで 
ください。 

強く巧す 



持ち上げる 



カラーサイン 

給ミ由□をしめたあと、 
先端を指で持ち上げ、 
開かないことを確か 
めでください。 



にぼれた！なミ由はよくふきおつでください。 

>給';由タンクが正しく t ットされでいないと、不着义や遗中 
消火の原因になります。 


>1么ま意 I 給油は必ず消乂しでからおこない、フアンヒーターの近くでは絕巧に給油しないでください。 

>ちえたところで給ミ由し、給ミ由量び少ない(半分臥下）場ちは、給ミ由□を開いたまま、しばらく室温になじませでからじットしでくださし、 


•が卸— 

オート給油ポンプ（自動停止装置巧）を使巧する場合 

•市販品の才ート給巧ポンプの給》ホース先端（給 》□) を 
確実に奥まで給';由タンクに差込み、ク I 」ップで止めでか 
ら給ミ由しでくださし、。 

クリップで固定しないと、自動厚止しないでなミ由びあふ 
れることびあります。必す、クリップを止めでから給ミ由 
しでください。 

オート給油ポンプの取扳ちま(クリップの固定ちま詳細） 
は、オート給';由ポンプの取®説明書を確認くださし、 



変質灯油 • 不純'灯油とは… 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
巧ミ由 

0 

顯歷1 


長期間曰巧に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した巧;'由 

0 

變ろ 


容器のふたが 
開けでおつた0、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
たのミ由 



•極度に変質したちのは、黄色味がかったり、 
すっぱい臭いがします。 

•ロミ由はシーズン中に使いきりましよラ。 


fi 変質な油や不純な油を使用すると、 
機器の巧障の原因になります。 

•気化筒にタールがたまり、白煙が出で点 
火しにくくなったり、強い臭いがしで、 
消义しにくくなりまず。 

•異萬燃焼や遗中消义など故障の原因にな 
ります。_ 

■変質な油や不純な油を使巧したときは… 

♦給ミをタンク*固定タンク巧のなミをを旅き、 
きれいなな;'由で2〜3回洗っでから使巧 
しでください。（悪いミ由が残っていると 
再発しキ す、 

•悪い;'をを抜きとっても斑]栗のないときは、 
お買い求めの販売店又はお近くのコ□ナ 
^ お客様ごす目談窓□にご連絡ください。 , 


灯油とガソリンの見分けかた I 灯油の保管のしかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない巧でおこなつでください。） 



巧油はめれたまま 



ガソリンはすぐ乾く 


•なミ曲ま必す乂気、雨水、ごみ、 
高温および直射曰化をさけた 
揚巧に保管しでください。 

•直射曰光がな;'をを変質させる 
ため、着色したな;由巧のポリ 
タンクをお使いくださし、。 

•ホームタンクやドラム生を使 
巧しでいると言は、をに数回 
水拖黃をおこなつでください。 


良い保管 




変質'灯油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上 
にロミ由を入れで、晋をに白 
し、紙をあでます。 

良質なミ由 



変質なミ由 



かしでち色びついでいるな';由 

•ただしお色透明でちすっ 
ぱい臭いびすれば変質な 
ミ由です。 


なびかた 

や油すし 

みのわ入 

ごがの混 

.拟んも油 

か巧ほでな 


0 





















































































































ド伽:【"化て化— 

•固定タン2巧のな';由びかなくなると 

•お巧表示 . 点滅 

•ブザー音ピピピッ 

でお知らせしますので早めに給ミ由しでください。 


参給';由しないで使用し続けると、ミ由切れとなり、自動消义しまず。 

•運転ランプ . 早い点滅 

• 給ミ由表示 . 点滅 

•ブザー音ピピピッ でお知らせします。 


給油タンク 


給巧？告 





固定タンク 


給;巧表71^ 

〈点减〉 


(«•») 


ブザー 

〈ピピピツ〉 




WKMi 

•な巧びなくなつでミ肖义 
した場合は、必す給-油 
しでから点义操巧をお 
こなつでください。 

給';由をしなレと再運転 
できません。 


点乂前の準備と確認 


化平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでください。 

•水平に設置されでいれば、対震自動消乂装置は自動的に t ットされます。 

•愼斜した場所や、振動の激しい揚巧で使巧すると、燃烧不度の原因になります。又、が震白動消乂装置び 
正しく作動しません。 



、 


油漏れのお認 

置台-給油タンクに、油漏れ-ミ由たまりやミ由の(こじみがないか確認しでください。 

•ミ由漏れのときは、使巧を巧止し、給';由タンクを取り出しでからお買いずめの販売店にごす目談くださし、。 


電源の接続 

電源プラグをコン t ント(こ巧の根元まで確実に差しこんでください。 

電源プラヴ-コードの発熱•発乂を防ぐために… 

•電源は、必す適正配線された単す目1日 0 V のコンたントを使巧しでくださし、。 

•電源コードは、遗中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器員とのタコ足配線をしないでください。 
•電源プラグの巧き差しは、必すプラグを持っておこなっでください。 

•ほこりなどのな着がないか、ときどき点横-掃除をしでください。 




ノ 


高地補正 


標高び 500 m を超える場所では、酸素不足により黄乂燃焼（ホ乂）になる場合びありますので高地補正をしでください。 
ま意]標高1,500 m を超える高地では使用しないでください。一酸化炭素中毒の原因になります。 


標高已〇〇〜1，000 m 



く 標高が500上の主な都市〉 

長野県一松本市、岡谷市、飯田巿、諷訪市、ル諸市、伊那市、 
化女市、大町市、茅野市、塩尻市、駒ク根市 
山梨県一富±吉田市 
岐阜県一高山市 
祇木県一曰光市など 




♦チャイルド□ックキーの左にある高地切誓スイッチをつまよラじなど 
の細い棒状のちので1回巧します。表示部に「弓日日 J S と表示 
されると設定完3です。 ( r 5 00 J の表示は、3秒間で消えます。） 




〈標高び1 ,000 m な上の主なのが> 

長野県一木富町、川上け、原け、巧牧巧 
群馬県一草ま町など 


高地の曾スイッチ 高地の督表示 



•チャイルド□ックキーの左にある高地の曽スイッチをつまよラじなど 
の細い棒状のちので2回巧しまず。表示部に「(日0己 J S と表示 
されると設定完 3 です。 （ 「||日日日 J の表示は、 3 秒間で消えます。） 


もとに戻す場合(高地捕正の解除または已〇 OmlU 下での使用) 


•ちとに戻す場合（高地補正の解除または日 00 m 私下での使用）は、高地切誓スイッチを2回、または1回巧しでください。 

♦表示部(こ「0」と表示され、圆泪表示が消えると、高地補正の解陈は完 3 です。（「0」の表示は、 3 秒間で消えます。） 

V _ y 









































































































画使用方法 

点乂 


運乾キーを巧す 


•運転ランプび点滅しまず。 


〈ホ熱中：点滅〉 




〈運転中:点口〉参デジタル表示部に「設定温度 J と「室の温度 J び表示されます。 

•ホ熱び完3すると自動点义し、運転ランプび点灯に変わり、運転を開始しまず。 


(S) 

\ 入 / iiO ノ 


•着火時、放電音と同時に着火音を黃しますが’、異萬ではありません。 

•点义操作から放電（着义）まで、室温により多か変化しますが、約2分30砂のず熱時間が 
力、わ、りまず。り氏温時 （5 で下）は、予熱時間び'通常より約]分程度長くなります。） 

•点乂時や消乂時には、白煙や臭いがでますが異常ではありません。 

(暮いときの点乂時には、燃焼ガス中の水霖気び白く見えるため、通萬より多めの白煙が出ます。） 


♦着火しましたら、燃焼確認窓から燃焼が態を確認しでください。 

•出荷時に燃焼が態を調節しであります。后 一、 燃焼が態が不適正の場含は、お買い求めの販売店にごす目談くださし、。 



〇正常燃焼 


青い炎の中に黄色いおが 
断続的に出でいる、 




パーナび/ホ熱することびあります 
び異常ではありません。 




X リフト燃焼 

X 黄义燃焼 

炎わ巧^んだり淳いたりし、音や臭し、 

が出で、立消えすることがある。 

黄色いおが'連続しでを固に出でいる。 

*11111111111 

に乃 

作^ 


■ネ刀めでのご使巧-シーズンネリめのネリ使巧時には… 

•給ミ由タンクを t ットしでから、4〜5分位待って点火操作をしでください。 

•防鐘;'由や重料などび焼けるため、煙や臭いがでます。しばらくの間、撰気をしながらご使巧ください。 

•送ミ由経路の空気だまりなどにより、]回で着乂しないことびあります。点义操作を2〜3回くりかえしでください。 

•着乂時、送；由経路への空気の混入により、煙や臭いび発生し、一時的に炎が大きくなることがありますので、温風吹出□に顔など近づけたり 
物を置いたりしないでくださし、。 

• 予熱時間が通常よりかし長くなることびあります。 


消乂 


運輯キーを巧す 


•消乂し、運転ランプか'消なします。 


• 消火操作後、約]秒後に燃焼を停止しまず。 

•消乂後、本体の部が冷却するまで送風フアンが回りまず。 

送風が止まるまで電源プラグを巧かないでください。 

•消火操作後は、火が消えでいることを確かめでください。 
•消义時、電磁ポンプの制御音（ヒューンといラよラな音） 
がしまず。（ニオイカツトメカの動作音です） 


■ニオイカツトメカとは… 

電寺制御電磁ポンプで、臭いの原因と 
なっでいたノズル先端に残ったなミ由を 
暇引し、消义時の臭いの元となるな;'由 
を残しません。 


•緊急時ながに、ファンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源プラグを巧いでの消乂はしないでください。 

•消乂直後に再点乂すると、着乂音が多少大きくなります。 

♦むやみ(こ点乂、消乂をくりかえすと、臭いの原因になります。 

♦ち卽用の送風ファンが回らすに消乂した場合（電源プラグを抜いでのミ肖乂、停電、過熱防止装置の作動）は、本体上部 
や温風空気取入□が熱くなり、やけどのおそれか>あります。 



消し忘れ消火装置 


巧一の消し忘れを防止するため、点义操作後 3 時間で自動消乂し、ブザーと off 表示の点巧でお知らせします。 



お义 15 分前 


表示部•臣 r —,' 5 -} く点湯 

^ r ' 

アラーム ( M ) (ピ-'ピ-'ピ -> 


4 


消义 10 分前 


消义 3 分前 


- ho f |ぶ-1■〈点滅〉 

• - r 、 

(((•)》（ピ-.ピ-.ピ 


—f u 3 -\- 〈点ミ励〉 
/ 、 

(((•)}) (ピ-.ピ-.ピ-> 



^11; 弓" の箇抓ま、1分経過するごとに" I 叫"•"ぶ… と欄富しでいきます。 


運転を延長するとき（延長時間セレクト） 


延長時間たレクトキーを巧す 



連続で運起したいときは、自動消乂する前(こ延長時間 t レクトキーを押しでくださし、。 
押したときから、さらに設定した時間だけ運輯を継続します。 

延長時間じレクトキーを1回押すごとに、運乾残り時間が次のように選べます。 


3 ド)の 巧 細 


温度/時刻 




2 

時 


W 

間 





1 

時 


r 

間 



延長時間 t レクトキーを押しでいる間、デジタル表示部には延長時間び表示されますび、まを放すと自動のに温度表示にのりかわります。 


因\警告長時間連続しで運転するとさは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 

























































































室溫の調節 _ 

運拓中に温度キーを巧す 

参運転中に温度キーを巧しで希望の温度に合わせでく 
ださい。押すごとに1ですつ変わり、押し続けると 
連続しで変わります。 

参デジタル表示部の設定温度を見なびらじットしでく 
ださい。 （12 で〜30でまで t ットできます。） 

参一度じットすると、電源プラヴを巧いたり、停電な 
どびないかぎり、設定温度は記憶されます。 

•初期設定温度は22でです。 

•ルームサーモ亡ンサーにより、設定温度に応じで白動のに义力調節をおこないます。 

•せまい部屋や秋 □' き先など外気温び比較的高いときに、室温び設定温度をこえる場合びありまず。 

•ルームサーモ t ンサーはファンヒーター周巧の温度を感知しでいますので、お部屋の温度計とは数値び一致しないことび 
ありまず。 

•フアンヒーターに直射日光やすきま風びあたつでいたり、他の巧熱器具の影響を受けでいる場合じは、ルームサーモ亡ン 
サーび正おにた動しません。 



秒速点乂 


点乂時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ秒速点义をじットしでおくと、運転キ- 

秒速点义キーを巧す 


-を押しですぐに点义できます 


けか速点义ランプび点なします。 

けみ速点义ランプを点なしでおきますと、点义操作を、 
約5砂で点义します。 

けか速点义を解除するとさは、ちラー度物速点义キー 
を巧しで、秒速点义ランプを消なしでください。 



•あらかじめ砂を点义ランプを2分30秒な上点灯しでおかないと、秒速点义しません。 

•秒速点义は18時間たつと自動的に解除されます。 

•運転キーを巧し、運転をおめますと自動的に秒ま点义は輯除されます。 

• 秒速点义ランプび点灯しでいるときは、運転停止中のみ約1 00 W の消費電力びかかります。 

•タイマー運転にすると秒速点义は自動的に解除され、秒を点义キーを巧しでち砂速点义ランプは点なしません。 
• 消'义直後に再点义した場合、再点义に5砂な上かかることびあります。 

• お温時は点义時間び延びることびあります。 


秒速点乂ランプび'点のしでいるとさは、運転停止中でを本体上部や温風空気取入 □ 
び熱くなり' やけどのおそれびあります。 


をヤイルド□ック 

お子様のいたずら操たを防止します。 

お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転キーを押しでち点义しないよラにしたいときに使巧します。 


チャイルド□ックキーを3回巧す 

参チャイルド□ックキーを3物な巧に3回押しでくだ 
さい。運転中または停止中でちチャイルド□ックで 
きます。 

参表示部に「 "-© J と表示されるとじット完3です。 

参チャイルド□ツクの解除は、再度チャイルド□ツク 
キーを3砂な巧に3回巧しでください。 



•運転中にチャイルド□ックをじットすると、亡ット中は運起停止（消义）操たながは受け巧けません 。X 
•停止中にチャイルド□ックを t ットすると、亡ット中はすべでの操作を受け巧けません 。X 
X :但し砂速な义の解除とチャイルド□ックの解除操巧は受け付けます。 

• 3 時間自動消义時及びタイマー運起による自動消义時にチャイルド□ックを解除する場合、運転キーを1回押しで rOFFJ 
表示を解除しでからおこなつでください。 「 OFFJ 表示を解除しないと、チャイルド□ックの解除はできません。 




























現在時刻の合わせかた 


1•時計含せ表示にする 

時計合せ 



参表示切換キーを押しで、 
デジタル表示部を時計 
含せ表示(こしでくださ 
い。 


•未 t ットの場を、祝期表示 
は午後12: 00となりまず。 
•電源プラグをコン t ントか 
ら振いたと黃や、停電後再 
通電したときは、再度現を 
時刻合わせをおこなつでく 
ださし、。 



•時刻含せキー(時） • （分)を押 
しで、デジタル表示部の時 
剔を含わせでくださし、。 
•キーを押しつブけると、表 
示は連続しで変わりまず。 


• 時刻を合わせるときは、午前、 
午後をまちびえないよラ注意し 
で < ださし、。 

• 5 秒間操作がないとき、デジ 
タル表示は自動的に元の表示 
にちどります。 


夕っ v —是串 

参々イマーは卢乂き巧です 

亡ットした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよラ义力調節をします。 

参点乂を1時間運転すると、自動的に消乂します。 

まをにご使用いただくため、点义を1時間で自動消'义し、フ'ザーと off 表示の点灯でお知らせしまず。（タイマーランプは点な) 

参タイマー運おの它ット中に給';由タンクを巧くと、タイマー它ットは解除されます。 


タイマー運乾のしかた 


1•タイマー含せ表示にする 

タイマー合せ 



慰 


温度/時刻 



•表示切換キーを押しで、デ 
ジタル表示部をタイマー含 
せ表示(こしでください。 

•現在時刻の合わせかたと同 
様にしで希望のタイマー時 
亥[1(こ含わせでください。 

•タイマー時刻は、]廈じット 
すれば電源プラグが抜かれる 
まで記憶されまず。 

•未じットの場合、初期表示は 
午前5:00となります。 

• 5 秒間操作がないとき、デジ 
タル表示は自動的に元の表示 
にちどります。 


2•運乾 キーを 巧す 

運輯中にじットする場含は、押す必要はありません 


3•タイマー運括キーを巧す 

タイ7—運輯キーを押すと運輯び停止し、設定の時刻じな 
ると運転を開始します。 



•タイマーランプが点なし、デジ 
タル表示部は時刻表示に切りか 
ねります。 

•タイマー運転を解除したいとき 
は、運転キーを押しでくださし、。 
タイマーランプろ< 消なしまず。 

参含わせた時刻じなると、自動 
的(こ運乾を開始します。 


タイマー運転について 


タイ7—で運括を開始した場さは、点义を1時間で自動消义します 


タイ 7-運 巧它ツト中 

/<^ 運転 ランプ 

〈ミ肖な〉 


ィ7^ 


タイ 7- ランプ 

〈点な> 



白動点义 

\ 入/。 ノ 

運転 ランプ 

〈点な> 

(タイマ-') 

タイ 7- ランプ 

〈点な〉 



• 自動消乂の15分前より〇 f 表示の点;励及ぴブザーで消乂そ告されます。 
(己’8ページ参照） 






有動消义 



運転 ランプ 

〈消な〉 


• タイマーランプ 

イト） 〈点な〉 


デジタル表示 

〈点な〉 


み•かバ〈置—.ピ—ピ_〉 



続けで運括したいとぎは… 

延長時間 t レクトキーを巧す 
(8 ぺージ参照） 



• ^警告 I 長時間連続しで運転するとさは、お部屋の換気に十分気をつけてください。 


wmi •タイマー運おは、特に周囲に可燃物び'ないことを確認しでください。 

•タイ7-它ット時刻を確認するときは、表示の換キーを巧しで、デジタル表示部をタイ7-時刻表示じしでくださし、。 
•未 t ットの場さや電源プラグをコン它ントから巧いたとき、停電後再适電したときは、タイマー運転はしません。 

再度、現な時刻合わせ-タイマー時刻合わせをおこなってくださし、 
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国日常の点が手入れ 

点巧•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分冷えでから、必ず電源プラグをコンたントから巧いで 
おこなつで < ださい。 

燃焼部の分辭、電気部品の分稱や巿販品との交換は絶対にしなレでください。 

•フアンヒーターおよびその周迈は、し〇をきれいじ掃除しでおいでください。 

•故障-破損したちのは使巧しないでください。 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


参1/!\注意!フアンヒーターの周のには燃えやすい 
ものを置かなレでくださし、。 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


•油びちれでレたり、ミ由のたまり、にじみびないか点検しでくださし、 

参ミ由漏れのあるときは、お買い巧めの販売店に修理を巧頼しでくださし、 


週に一回上 



フィルタの掃除 


G 么ま意 I エアーフィルタび、ごみやほこりで目ブま 
りすると燃焼不良の原因になります。 

参エアーフイルタをはすしで、掃除機又は、ブラシで 
きれいに掃除しでください。 




W 減 •水洗いをしたときは、よく乾燥させてから 
取0巧けてください。 

•エアーフィルタをはすしたままで使巧しな 
いでください。（はすしたままでご使用さ 
れますと、ごみ-ほこりなどびを風経路に 
侵入し、異常燃焼の原因にな0ます。） 


ミ届風空気取入□の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどが付着ずると風量が減少し、本 
体内部の温度が上昇しで過熱防止装置が作動ずることがありまず。 



國側 

•掃除機又は、ブラシできれい 
に掃除しで < ださい。 


fcK 減 •ルームサーモ它ンサーをむやみに曲げたり、ひっぱっ 
たりしなレでください。 

• 温風空気取入□の掃除をしても1表示び繰返し表示されると 
きは、羽根や内部にごみやほこりなどびをく巧着していると考 
えられます。お買い巧めの販売店又は、修理資格害[(財)曰本 
石';由燃焼機器な守協含でおこなラ技術管理講習含修了着（石'油 
機器按術管理±)など]のレる店などに点検依頼されることを 
おすすめします。 


温風吹出□の掃除 


温風吹化□(こが着したほこりなどび焼けたり、白く変色することがあります。 

♦本体や温風吹化□のちれは、本体が冷えでから、しめらせたやわらかい巧でふき取つでください。 
しつこいちれは中性洗剤を使巧し、十分からぶきしでください。 

♦温風吹出□はホー□一仕上げですので強い力を加えないでください。 

変形したり、ホー□一がはがれたりしで掃除の際にけがをするおそれ力<あります。 


ゴムま袋 



月に1回上 



シーズンに1回上 


オイルフィルタ • 固定タンクの点検 


オイルフイルタや固定タンクに水やごみびたまると、 
給ミ由タンクに灯ミ由び入つでいでも . 


>点义しない- M -\ E £] 

>点义しでち途中ミ肖义する一 [pyl 


>炎びリフトし、臭いびする 
>給';由表示び'点滅し、運転しない 




































































オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


1 •オイルフィルタを取り出ず 

•固定タンクからオイルフィルタ 
を取0出しでください。 

>オイルフィルタを取り出ずとき、 
水やごみを固定タンクに蓉と 
さないよラミ主意しでください。 



2 •きれいなな油で洗ラ 


オイルフィルタ 


ち把し夕 


固定タンク 



>オイルフイルタの中のかやごみを取つでから 
きれいな好巧で洗つでください。 

>ごみが取れにくい焉含は、歯ブラシなどを 
使ラと便利です。 


ゴム手袋 
きれいななミ由 


給ミ由ポンプ 



ポリ 

_ パクツ 

固定タンク 


3 •ごみやがを巧く 

•固定タンク内じたまっでいるごみや水を市販 
の給油ポンプなどで抜いでください。 

• 固定タンクの底にたまったごみやか* '灯油を 
ふき取った場合は、ティッシュなどを固定夕 
ンクの中に残さないでください。残した場合、 
故障や異常燃焼の原因になることがあります。 


4 •オイルフイルタ 
をじットずる 

•オイルフイルタをちと 
,どおりにじットしでく 
ださい。 

• こぼれたな';由はよく 
ふき取つでください。 


•水洗いは絶巧にしないでください。 

水で洗ラと巧油が通過しなくなります。 
• オイルフィルタ及び固定タンクの掃協 
をおこなつでも、点火しない*炎がリ 
フトし臭いがする*途中で消火する 
場合は、お買いホめの販売店に修理 
を依頼しでください。 


田定期点検 


長期間ご使巧になりますと、器具の点検が'必要です。 

♦ 2 年に1回程度、シーズンお3をなどじお買い巧めの販売店又は、修理資格者〔(財)曰本石ミ由燃烧機器保守協合 ( TEL 03-3499-2928) 
でおこなラ技術管理講習舍修3者(石ミ由機器技術管理±)など〕のいる店などに点検の頼されることをおすすめします。（有料） 


愛情点巧 

I 長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由もれがする。 

•強いにおいがする。 

♦運転中に異萬な音が’する。 

•その他の異常や故障がある。 


► 


回な障-異ちの見分け方と化置方法 

安全装置び作動しで自動消火し、デジタル表示部(こエラー表示でお知らせしまず。運転キー对甲し(表示は消えます)、処置をしでください。 
処置棲も表示ずるときは、お買い求めの販売店(こご相談ください。（修理を依頼されるときはエラー表示値をおがらせくださレ） 


表示部 (エラー 表示)、症が 


原因[安全装置] 


処置方法 


國. 


し! 


I 強い地震や振動、衝撃を受けたとき 
I 本体を傾けたとき 

[巧 震 自動消义装置の作動] 

I 遗中失火したとき • 点义 S スをしたと言 

I 異常燃焼をしたと妄 
I 不良な;'由を使巧したとき 
I 送';由経路に水または、ごみがたまっているとき 
I エアーフィルタの目ブまりによる燃焼巧空気不足のとき 
I シリコーン配含の商品を使巧したとき 
'シリコーン配合の商品には、 ヘア トリートメントや' 
ムースなど枝毛用へアクア類、化粧品類-保湿巧ク 
リーム、家具やなのつや出し剤などがあります。 

[不完を燃焼防止装置の作動] 
[点乂まを装置の作動]-[燃焼制御装置の作動] 


水平で安定した場所で使巧しで < ださい。 

地震によって作動した場合は、周囲の可燃柳、本体の廈傷、 
灯■ミをのあふれなど異常がないことを禮認した後、点火操作 
をしでください。（作動後は自動的にじットされます。） 

曰萬の点横-手入れ （11 〜12ページ参照）をしでから点 
火操作をしでください。 

良質の巧ミあを使巧しでくださし、。 

送ミ由経路の水旅き、オイルフィルタの掃除をしでくださし、。 
エアーフィルタを掃除しでから点义操作をしでくださし、。 

シ I 」コーン配合の商品を使巧すると、点火しない、透巧消 
乂する原因になります。お買い求めの販売店にごす目談くだ 
さい。 


\ hh \ 点滅 
pi 点灯 


I 不完全燃焼防止装置が'働いで消义したと含。不完全燃焼 
防止装置が連続しで4回作動ずると[連続不完を燃焼通 
知機能 J が働き、お知らせします。 （ HH 点減） 

さら(こ不完全燃焼防止装置(不完全燃焼通知機能)か 続 
しで3回作動ずると「再点义防止機能が'働き、再点火で 
きなくなります。 （ HH 点な） 

[不完を燃焼防止装置の作動] 


1 請 i 襲靡 気を十分にしで、お S いホめの販売店に 


電源プラヴが巧けたとき 


(惇電時） 


(復帰時） 


[停電まを装置の作動] 


1通電後、点火操作をしで<ださい。 

1電源プラグを確認しでください。 

' 過熱防止装置が作動した場台は器具が;ち部しでから、点乂 
操作をしでください。 


I 温風空気取入□びほこりでつまっているとき 


I 温風吹出□がふさびれでいるとき 


[過熱防止装置の作動] 


I 温風吹出□の前面に障害物などびあるとき 
I 温風吹出□びふさびれでし、るとき [週熱防止装置の作動] 


1本体びちえでから、湿風空気お入□や温風吹出□の点検- 
清掃、周囲の確認をした後、点火操作をしでください。 

(11 ページ参照） 

1処置後ち繰返し表示すると苦は、使巧を中止し、お買い求 
めの販売店にご相談ください。 


I 巧一の消し忘れを防止するため、点乂操作後3時間で 
自動消乂しまず。 [消し忘れ消义装置の作動] 


ください。 


図凶凹図凹關 


電気系統の故障です。 


お質い求めの販売店にごす目談ください。 


蠻 


(«@1»))) (((•))) 


運転ランプお'ぶ表示ブザー 

く卓い点滅） <点な> くピピピツ〉 

給'油タンクに巧'油力*入つ 
でいでち給ミ由表示の点滅 
が止まらない 


I 燃焼中に給;由タンクを抜くと自動的に消乂しまず。 

I タイマー運輯のじツト中に給ミ由タンクを振くと、タイマー 
t ツトは解除されまず。 

[給油時自動消义装置の作動] 

I オイルフィルタや固定タンクに水やごみがたまると運輯 
しないことがありまず。 


給油タンクを t ツトしでください。 


オイルフィルタ-固定タンクの掃除をしでから点乂操作を 
しでください。 （12 ページ参照） 


EF 




off 



•フィルタ部を破損させないよラ;主意しでくだ 
さい。 

•フィルタ部に水が付着した場合は、十分に 
乾燥させでください。 


_ご使用中止_ 

故障や事故の防止のため必す販売店に 
ご連絡ください。 

点検-修理(こついでのご費巧など詳し 
いことは販売店じご相談ください。 



点巧•その他 
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参具合のおレとさは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

•処置ち法により処置しでち良くならないとさは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


現 象 

原 因 

運 

輯 

点 

乂 

し 

な 

し、 

白 
す煙 
ぐび 
と化 
まで 
る 

使 

用 

中 

巧 

び 

臭 

ラ 

使 

用 

中 

消 

乂 

す 

る 

ホ 

乂 

で 

燃 

え 

る 

炎 

び 

IJ 

フ 

卜 

す 

る 

油 

漏 

れ 

び 

す 

る 

エラー 表示 

N 

処置方法 

HH 

EB 

EE ' 

と-,-,' 

ES 

び 

EH 

ER 

電源プラク'*びコン它ントに差しこまれでいない 

参 













コン它ントに確実に差しこむ 

停電中である 

参 













通電されるまで待つ 

巧震自動消乂装置びた動した 




参 






参 




再点义操作をする/安定した揚巧で使巧する 

給ミ由タンクじな;由びない 

参 













給;'由する 

給油□のちの部分にごみなどか‘はさまっている 







参 







ごみなどを取り除く 

不良なミ由を使巧しでいる 

参 

参 

♦ 

♦ 


参 



参 





良質の灯;由を使用する 

送ミ由経路にか又は、ごみびたまっている 

参 

• 


参 


• 



参 





送ミ由経路の水抜言、オイルフィルタの掃除をする 

給ミ由タンクの装着び悪い 

参 



参 










固定タンクに正しく装着する 

オイルフイルタび取り付けられでない 

参 



参 










固定タンクに正しく装着する 

送油経路接続部びゆるんでいる 



♦ 

参 


参 

参 







販売店に修理を依頼する 

エアーフイルタび目づまりしでいる 









参 





エアーフィルタを掃協する 

過熱防止装置 
びた動した 

温風吹化□びふさびれでいる 



♦ 

参 







参 

参 


障書物を取0陈< 

温風空気取入□びほこりでつまっている 



♦ 

参 







参 

参 


温風空気取入□を掃陈する 

室温異萬上昇防止装置か‘作動した 




参 









♦ 

窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消乂装置びた動した 




参 










再点乂操作をする 

チャイルド□ックび它ットされでいる 

参 













チャイルド□ックを解陈する 

不完を燃焼防止装置力<4回勒上作動した 








♦ 






販売店に修理を依頼する ) 


巧のよラな現象は巧障ではありません。 

参修理をの頼される前にちラー度お確かめください。 


^ 現 象 

説 明 > 

点 

乂 

時 

m 

乂 

時 

初めで使巧ずるとき、煙や臭いがでる。 

耐熱謹料やほこりが焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで使巧するときや、シーズン初めの祝使巧時に 

1回で着义しなし、。 

固定タンクにな;由がみたされるまで4〜5分位待って点火操作をしでください。 

送;'由経路の空気だまりなどにより、 T 回で着乂しないことびあります。2〜3回点火 
操作をくりかえしでくださし、。 

点火時や消火時に白煙や臭いが出る。 

点火時や消火時の多少の白煙や臭いは費萬ではありません。 

燃焼開始時や消火後に[ピチ-ピチ」音が'する。 

器具本体が熱により膨張、収縮ずるためです。 

燃 

焼 

時 

おがオレンジ色に輝く。 

下記のよラな場合、おがオレンジ色に輝くことがありますが異萬ではありません。 
•海岸に近い巧など空気中に塩分が多い揚含 
•空気巧にほこりや水分が多い場合 
• 超音肢加湿器を使巧しでいる場合 

最大燃焼時に黄色いおが狮続的に出る。 

黄色い炎び連続しでを固に出でいなければ、異萬ではありません。 

使巧中にときど言「ポコ-ポコ J 音が'する。 

給ミ由タンクから固定タンクのちになミ由が流出するときの音で異萬ではありません。 

使巧中にときど青「コト-コト J 音が'する。 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 

使南中にときどき「シュッ-シュッ」音がする。 

巧ミあが気化する音で異萬ではありません。 

そ 

の 

い巧 

温風吹出□がちれる。 

「曰萬の点横-ま入れ」 （1 1ページ）にしたがい掃除をしでくださし、。 

ソ 


回部品交換のしかた 

部品交換のとさのま意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔(財)曰本5ミち燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者 (5 ミ由機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コ□ナ純正部品 とご指定ください。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


( ■巧に消耗-劣化しやすい部品 

■長期間の使苗により 

■変質な巧•不純な巧の使苗により ^ 

(高温乂炎中で使巧される部品） 

消耗•劣化しやすい部品 

劣化しやすい部品 

•点火プラヴ 

•パーナヘツド 

•オイルフィルタ •炎検知器(フレーム□ッド） 

•巧検巧器(フレーム□ッド） 

• バーナヘッドリング 

•ポンプフィルタ •気化筒 •電磁ポンプ 1 
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晒贈很期励ま用しない場合） 

おしまいになるときは、電源プラグをコン它ントから巧き、巧の要領でおま入れしでからな管しでください。 


1.灯油を巧ぎ取る 

•給なタンクと固定タンク巧の灯ミ由を抜き取つでください。 
(12 ページ参照） 


•水、ご; 


お-巧ポンプ 


ごみなどを残したまま保管すると、 
さびや巧あさの原因になります。 

•なミ由を巧かないと、な管時にこぼれた 
り、にじみ出たりしで危険です。 

•固定タンクの商にたまったごみや水- 
灯'ぶをふき取った場さは、ティッシュ 
などを固定タンクの中に残さないでく 
ださし、残した場合、故障や異常燃焼 
の原因になることびあります。 



2.掃除をする 

参オイルフィルタの掃除をしでく 
ださい。 (12 ページ参照） 

参エアーフィルタ.温風空気取入 
□の掃除をしでくださし、。 

(11 ぺーバ参 P ) 

掃除機などでごみやほこりを取 
り除いで < ださい。 

参温風吹出 □' 本体の掃除をしで 
ください。 （11 ページ参照） 
しめらせた巧でちれを落としで 
力、ら、からぶきしでください。 




3.保管する 

•包装箱に入れで、湿気のない場所に水平に保管しでください。 

取扱説明書ち大切に保管しで < ださい。 

•逆さにした0、傾けたり、横倒しの状態では絶対にな管しなレでください。 
巧けきれなかったな'庙びもれで乂巧のおそれびあります。 



-\ 

厂一 

4 



の仕様 


型君：の呼び 

FH - G 3211 Y 

種 類 

気化す-強制通気お-強制对流形 

点乂 ちす 

高圧放電点乂 

使 巧 燃 料 

灯ミ由 US T 号な油） 

燃料消費量 

最大 

3.19 kW (0.31 OL / h ) 

最ル 

日. 66 kW (0.064 L / h ) 

暖房出力 

最大 

3.19 kW 

最ル 

0.66 kW 

騒 音（正面） 

3 己 d 己（最大燃焼時） /21 d 巨（最ル燃焼時） 

ミをタンク容量 

己. 0 L 

燃焼継続時間 

1目.1時間(最大燃焼時） 

標華適 室 

木造15が9置)まで/コンク1」ート 20 nf (12 置)まで 

外 お 寸 ま 

昌さ 426 mm 幅 394 mm 奥巧 334 mm (置台を含む） 

質 量 

9.3 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

点乂時最大 650/650 W -燃焼時 20/20 W 

待機時消費電力 

0.8 W 

安全装置 

巧震白動消义装置過熱防止装置点义まを装置燃焼制御装置停電まを装置不完を燃焼防止装置消し忘れ消‘乂装置給ミち時白動消火装置 


阻アフターサービス 


【刷 aewiiM 


♦このコ□ナ石ミ由フアンヒーターには保証書がついでいます。[お買い 
あげ曰-販売店名」などの記入をお確かがのラえ、販売店からお畳 
けとりになり、大巧に保管しでください。 

♦保証期間はお買いあげいただいた曰から3年間でず。なお、オイル 
フィルタ、エアーフィルタの交換は保証期間中でも有料となります。 
♦なのよラな原因による故障および重故につきましでは、保証の巧豪 
になりませんのでミ主意しでください。 

• 変質なミあや不純な巧など、またな巧技外の燃料使巧じよる故障や事故。 
• 誤った使巧方法(こよる巧障や事故。 

• シリコーンが原因の修理。シリコーン配合の商品を使用したとき。 
♦この製品は曰本国の専巧です。電源電圧や電源周放数の異なる外国 
では使巧できません。また、アフターサービスちできません。 


修埋を依頼されるとさ 


♦本書の r 故障•異常の見分けちと処置ち法」 （12 〜13ぺージ参照）の頂 
にしたがって調べでち良くならないときは、電源プラヴを振いでお買い 
求がの販売店又は、お近くのコ□ナサービス t ンターにご連絡くださし、。 
♦ご連絡いただきたい巧客は巧の通りです。 

•品ち*型すの呼び(保証書、取扱説明書をごらんください。） 

• ご住所-ご巧ち-お電話番音 
•お買いちげ曰 

• 巧障が巧(でさるだけ具体的に） 

♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書 
の規定にしたがって無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお巧く 
のコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 


■保証期間び過ぎているとさは 

•お買い求めの販売店にごす目談ください。修理によって使巧でき 
る製品(こついではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 


■修理に出されるときは 

•輸送時や運搬時に給油タンク-固定タンク巧に灯 
ミ由が残ったままですと、傾きや振動でな油がこぼ 
れることがありますので、必す扳き取つでください。 


•石油ファンヒーターの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り棲6をです。 


点検•その他 
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TEL(082)871 -3310(代表) 
TEUO 日 2)871-331 己(代表) 
TE し (08 白)243—77已1 ( イで表) 
TE し (08 己 9)33 —81己7けた表) 
TE し (0834)22 —5已67(代表) 


干 920-0027 TE し (076)260 —0己巨7(イで表） 
干920-0027 TE し (07 曰)2已 0—0038( イで表） 
干 930-098 已 TEL(076)444 —0己67(イで表） 
干91 8-8237 TE し (077 巨)23—〇已白7(イで表） 


FAX(076)260-0775 
FAX(07 己) 260— 0738 
FAX(07 目) 444-06 11 
FAX(077 己)23—〇已80 


仙台市宮城野区日ノ出町1 -7-32 
仙台巿き城野区曰ノ出町1 -7-31 
郡山市亀田 1-51 -日 
山あ市東青田 3-6-28 
酒田市錦町 1-1 83-] 


東京都化区豊島 8-4-8 
東京都： 1 ヒ区豊島 8-4-S 
東京都化区豊島 8-4-8 
立川市高松町 1-22-3 
松戸巿高塚新田9己-己 
横お市戸塚区原宿 4T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 
さいたま市化区宮原町1 -674-2 
さいたま市化区宮原町1 -674-2 
高崎市問屋町西 1-3-22 
宇都宮市築瀬町2313 
太田市高林東町237已 
水戸市笠原町 653-2 
つくば市さ田部 67S8-19 


兰条市巧浏 3-2-1 已 
H を市巧浏 3-2-1 己 
新漏市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
松本巿佳賀大义保原78己吕 

金お巿駅西新町 1-1-2 已 
金沢市駅西新町1 - 1 -25 
富山市田中町 2-3-1 已 
福井巿和田東 1-607 


5白石区平和通1 6T 目南1 -1 9 干003 -0028 
5白石区米里3条 2T 目 6-2 日 干003 -0873 

晒お梗町21 -2 干041 -0824 

3東;®パI南1条2了目2-己 干07呂 -82 已1 

1西18条化1 T 目1 7- 1 干080 -0048 

5巧園田了 4- 17 干08己-0038 

读ち町 9-1-30 干090 -0064 


福岡市博を区東比恵 2-2-40 干81 2-0 日07 

福岡市博を区東比恵 2-2-4 日 t 812-0007 

化九州市ル倉化区愛育 2-6-4 T 803-0828 

産児島市田上 7- 1 6-5 〒 890-0034 

能本市尾ノ上 1-1M2 干 862-091 3 

長崎県西彼ホ午郡時津町左底郷お田 74- 1 T 851-2106 
宮崎市霧島3-已 9-2 T 880-0032 

大分巿王佐 1-19-7 干 870-0108 


関東地区 


信越. 

化陸地区 


東海地区 


近畿* 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


名古屋市熱田区桜田町1 6-1 1 〒456-日日04 

名ち屋市熱田区が田町1 6-1 1 干4已 6-0 日04 

静岡市駿巧区高お 2-1 已 -30 〒 422-8034 

岐阜市六条南 2-7-8 干己00-日3己8 

津市高茶屋 3-29-3 邑 〒已1 4-0819 

沼津市西椎路日 88- 1 干41 0-0303 


TEL(0 已 2)746 -巨600(代表） 
TEL(0 己 2)746 —巨603りた表） 
TEUO 己 4)238-0005( 代表） 
TEL(0 已 8)2 已扫一7己已已 (f ち表） 
TEL(0 已 9)234-8471 (代表） 
TEUO 己己)9巨8—6210(代表） 


FAX(0 巳 2) 扫 S4 —6已51 
FAX(052)884-6 己54 
FAX(0 已 4)23 呂一0006 
FAX に)已呂 )2 曰8—7巳已〇 
FAX(0 己 9)234 —扫472 
FAX(055)968-6212 


吹田市南金田1 -8-47 〒日 64-0 日44 

吹田市南金田1 -8-47 干己 64-0044 

高松市今里町1 -8-5 〒760 -007 扫 

京都市伏見区竹田段川原町211 〒6 12-8414 

神戸市西区枝吉已-132 〒日己1 -2 133 

彥根市正法寺町南出78 〒日 22-0024 

福知山市荒巧東町68 干620 -00 已1 

松山巿西垣生町780 -3 干791 -8044 


TE し (06) 白380—2111(イで表） 
TEL の 6)6386 -己670(イ棟） 
TEU087)83 己一1711(代表） 
TE し (07 己)643—2002(イで表） 
TEU078) 日 22-2431 (代表） 
TEU0749)24-6239 (巧表） 
TEU0773)22-0827( 代表） 
TEL(089)968— 73己1 ( イで表） 


FAX(06)6386— 7262 
FAX(06)6386 —已己88 
FAX(087)83 己一01己0 
FAX(075)643-0870 
FAX(078)922— 2438 
FAX(0749)26-21 16 
FAX(0773)23— 7已92 
FAX(089)968-7353 


東化地区 


青 森夕は 
青森サービスセンター 
秋田営業所 
が田サービスセンター 
八戸営業所 
八戸サービスセンター 
弘前営業所 
弘前サービスセンター 
盛岡営業所 
盛岡ヴービスセンター 
水ミ尺営業所 


青森市古館1了目 12-38 
青森市古館1了目 12-38 
秋田市泉中央4 了目 4- 18 
秋田市が卿 I に千刈 109-1 
八戸市売市 4T 目 4-7 
八戸市売市4下目 4-7 
弘前市田園 1-2-1 
弘前巿田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-4 吕 

奥州市ホ:ミ尺区水お工業団地 4T 目7日 


FAX{011) 扫63—31巳4 
FAX の1 1)871-2400 
FAX(0 1 38)48— 白080 
FAX(01 巨 6)37 —233呂 
FAX(0155)35— 7510 
FAX の 154)24 —0451 
FAX(01 己 7)2 日一2107 


北海道地区 


FAX(092)474 -己77巳 
FAX(092)474-6414 
FAX(093) 己92—扫日己己 
FAX(099)281-12 己2 
FAX(09 巨) 369— 6323 
FAX(095)882-7767 
FAX(09 呂日 )2 己一0日8己 
FAX(097)523 -己1目2 


干11 4-0003 TE し (03)3 曰 27— 11已1 ( イで表） 
干11 4-0003 TEL(03)3911-1131 (代表） 
干11 4-0003 TEL の 3)3927- 11已2(イ馈） 
干1 90-0011 TE し (042)5 19—已271(イた表） 
干 270-2222 TE し (047)3 12—呂330(イで表） 
干24己-00己3 TE し(日4己)852—4008(イで表） 
f409-3866 TE し (0 已已 )2 已8— 1巳67けた表） 
干33 1-0 呂12 TEL(048) 色己1一1722(イで表） 
干33 1-08 12 TE し (048)6 已 1—1 231(イで表） 
干 370-0007 TEL の 27)361-4806( 代表） 
干32 1-0933 TEL(028)632 —已10已(イで表） 
干 373-0 呂2已 TE し (0276)38 —6己71{イた表） 
干3 10-0852 TE し (029)241 —吕172(イで表） 
干30巳-〇呂己1 TE し (029)839 —532己けた表） 


FAX(03)3927— 1160 
FAX(03)3927-1 130 
FAX(03)3927— 1160 
FAX の 42) 己 28-2382 
FAX(047)312— 8338 
FAX(045)8 己2—巳己40 
FAX(0 已已 )2 曰 8— 1日6日 
FAX(048) 巨己1 一6370 
FAX(048)651—6370 
FAX{027)361-9139 
FAX(028) 己32—已20己 
FAX(0276)38 —己己08 
FAX(029)241—4268 
FAX の 29)836-1 913 


〒〇 30-0946 
干030 -094 己 
〒〇 10-09 17 
テ010 -0802 
〒〇3 1-0073 
〒〇3 1-0073 
〒〇 36-8086 
〒〇 36-8086 
干020 -0S23 
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〔お客様ご相談窓□一覽表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認の上、 
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